
１，経営体の概要

○ 名 称 農業生産法人㈱指宿やさいの王国
○ 所在地 鹿児島県指宿市
〇 会社設立 ２０１２年１月
○ 従業員数 役員５名、社員２０名

特定技能外国人等２６名
○ 経営面積 ２４８ha（鹿児島県、北海道）
〇 栽培作物 キャベツ、レタス、さつまいも、

ブロッコリー、リーフ類
（うち加工・業務用）キャベツ、レタス、リーフ類

○ 販売先 ファーストフード店、外食チェーン店、
加工事業者等

３，今後の目標と課題への取組

＜課題及び対応＞
〇 労働者不足の中、優秀な人材を確保するため、
求人は全国に出し、外国人労働者も積極的に雇用。
給与や福利厚生も充実させている。
＜今後の目標＞

加工・業務用野菜の外国産シェアを奪還し、実需者
ニーズに応じた周年安定供給を実現するため、以下の事
に取り組む。
〇 福島県に他社が設置予定の加工工場へ原料を
供給するため、同県においてたまねぎ、ブロッコ
リーの生産を2024年に開始予定。将来は、鳥取県
や島根県において農業生産法人を立ち上げる予定。
〇 今後は、物流コストを考慮し、運送会社の近隣に
拠点を設置したい。

２，取組の経緯と特徴

＜取組の経緯＞
○ 加工・業務用野菜の取組は、弊社を設立した２０１２年当時、加工・業務用
野菜の需要拡大を背景に需要者からの要望及びサポートを受け、収益が見
込めるレタスやキャベツの生産に着手。温暖な気候から定植後はハウス等
の設備投資が不要等コスト面の優位性も取組を後押しした。

＜取組の特徴＞
〇 契約栽培を基本とし、需要に応じた規格を確保しつつ、不要な外葉を除去
するなど高品質な製品の出荷に努め、その品質を評価してくれる実需者と契
約を締結。徹底したコスト管理のもと収益性の向上を実現。
〇 事務担当とフィールドマネージャー（現場責任者）によるミーティングを開
催し、効率的な出荷計画を樹立し安定生産・安定供給を図る。
〇 令和２年度スマート農業実証プロジェクトに参加。生産情報管理システム
の導入、移植機、GPS車速連動型散布機など機械化を進め、省力化を図る。
〇 収穫した野菜は、実需者の要望に応じ段ボールや鉄コンテナにより出荷。
〇 GLOBALG.A.P.の取得。
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